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助教 村上　高志 むらかみ たかし

博士（獣医学）

生産動物外科学

①乳牛

②跛行

③蹄病

乳牛の跛行を減らし、安楽性を向上させるための研究
研究の概要・特徴
現代の酪農場では、蹄病による跛行が大きな問題となっています。その問題に対応していくことは、農場の生産性を改善させるだけでなく、
牛により快適で安楽性の高い環境を提供することにつながります。具体的には、牛にとって正しい治療法とはどんなものであるか？また、各
農場で蹄病発生のリスクとなっている要因は何であるかを調査・特定することにより、乳牛を苦痛や疼痛から解放することを目標に研究を実
施しています。

削蹄、蹄病治療の評価 定期全頭削蹄時の蹄病スコアリング  

産業界等へのアピールポイント（用途・応用例等）
蹄管理に獣医師がもっと積極的に関与することが大切と考えています。そうすることで、職人技となっている削蹄に科学的な視点をプラスし
ていくことができるはずです。また、予防対策に関しても、科学的根拠に基づいた解決策を実施していくことが可能となります。我々人間に
食料を提供してくれている牛たちが苦痛から解放されれば、必ず人間社会にも良好な変化がもたらされると思います。
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